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私
は
一
九
八
八
年
九
月
よ
り
一
九
八
九
年
二
月
に
至
る
半
年
間
、
各
古
屋
未
．

学
に
内
地
留
学
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
間
文
学
部
に
お
い
て
、
近
世
の

下
級
公
家
で
あ
っ
た
塞
拙
家
に
缶
h
ゥ
た
宜
宙
の
閲
覧
を
許
さ
れ
、
地
理
に
当

た
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
現
段
階
に
お
い
て
知

ら
れ
る
革
拙
家
宜
古
の
内
容
等
を
報
告
し
た
い
。

遊
離
家
宣
画
と
い
う
と
即
座
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
近
世
に
全
国
の
鋳
物

師
を
重
配
し
て
い
た
家
に
伝
わ
っ
た
宜
宙
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
連

し
て
、
既
に
色
白
屋
大
草
文
学
部
国
史
学
研
究
室
再
で
一
九
八
二
年
に
『
中

l′l
l

世
辞
勧
師
史
料
』
が
出
さ
れ
、
甚
継
家
宜
由
の
中
世
の
鋳
物
師
に
関
す
る
部
分

は
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
宙
に
は
網
野
畢
直
氏
に
よ
っ
て
「
『
其
拙
文

一

窃
』
の
伝
来
と
整
理
の
現
状
」
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
甚
継
家
寛
恕
が
伝
来
し

た
経
過
、
名
古
屋
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
状
況
、
整
理
の
現
状
、
さ
ら

に
は
同
家
の
系
譜
や
地
位
な
ど
が
冊
碑
に
ま
と
埴
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
網
野

氏
は
「
む
す
ぴ
」
に
お
い
て
、

も
と
よ
り
本
市
は
「
詳
細
文
再
」
の
ご
く
l
部
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
現
在
、
皐
少
は
並
行
し
っ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
い
ま
な
お
宋
造
型
・

未
解
読
の
部
分
を
多
く
残
し
て
い
る
庭
先
か
つ
址
か
な
内
容
を
持
つ
近
世

の
宜
宙
・
記
録
中
全
貌
が
、
今
後
、
世
に
公
開
さ
れ
る
な
ら
ば
、
単
に
近

牡
の
鋳
物
師
と
そ
の
組
織
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
き
虻
大
き
な
課
題
の
解
朗

に
向
っ
て
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
う
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
こ
町

困
難
な
、
し
か
し
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
都
を
、
わ
が
国
史
研
究
室
が
必
ず

や
な
し
迷
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
完
成
町
日

が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

ナ

一
と
記
し
て
い
る
。
本
稿
は
舶
野
氏
の
意
志
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
も
あ
る
。

『
中
世
鋳
物
師
史
料
』
刊
行
以
前
の
一
九
八
一
年
三
月
忙
網
野
氏
は
名
古
屋

大
学
を
去
ら
れ
、
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
に
啓
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
一
九

■
七
七
年
四
月
以
降
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
研
究
生
だ
っ
た
私
は
網
野
氏
の
指
導

下
に
、
一
九
五
八
年
に
牢
菜
論
文
「
避
拙
家
の
鋳
物
師
統
制
」
を
宙
い
て
甘
栗

茹
離
家
宜
宙
と
関
係
の
揮
い
中
村
因
杜
氏
や
、
当
時
の
学
部
学
生
た
ち
と
。
甚

拙
家
文
宙
の
近
世
部
分
の
盤
理
に
当
た
っ
た
が
、
こ
の
年
二
月
か
ら
私
が
蘭

木
家
宜
宙
調
査
室
の
助
手
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
盤
理
は
殆
ど
堰
屈
工
な

い
ま
ま
で
、
私
も
一
九
八
四
年
四
月
に
現
在
の
職
場
で
あ
る
信
州
大
草
に
赴
任

し
た
。
そ
の
徒
四
年
半
に
わ
た
っ
て
は
中
村
開
校
氏
が
盤
盟
な
時
間
を
割
い

て
、
一
人
で
コ
ツ
コ
ツ
盤
理
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
年
産
内
地
留
学
の
・

J
臆
会
を
得
た
私
が
加
わ
っ
て
、
中
村
氏
と
半
年
間
で
残
り
の
宜
宙
空
応
の
盤

理
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
そ
の
際
の
文
台
カ
ー
ド
を
元
虹
し
た
も

の
で
あ
り
、
私
と
中
村
明
槙
氏
の
共
同
作
業
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
お
断
わ
り

し
て
お
き
た
い
。

一

真
継
家
宜
宙
で
は
鋳
物
師
史
料
が
有
名
で
．
あ
り
、
名
古
屋
大
学
が
一
九
六
「
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